
Ⅰ
、
は
じ
め
に

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
略
は
既
に
３
年
経
過
し
、

ガ
ザ
・
ハ
マ
ス
と
イ
ス
ラ

エ
ル
の
戦
闘
も
続
き
、
各
々

停
戦
へ
の
模
索
も
あ
る
も

解
決
の
道
が
見
え
ま
せ
ん
。

東
ア
ジ
ア
で
も
「
台
湾

有
事
」
を
め
ぐ
っ
て
複
雑

な
様
相
が
見
ら
れ
、
様
々

な
危
惧
す
べ
き
問
題
が
み

ら
れ
ま
す
。
ま
た
新
自
由

主
義
の
矛
盾
も
露
呈
し
て

き
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

中
、
１
月
に
米
国
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
が
就
任
し
、
米

国
フ
ァ
ー
ス
ト
を
掲
げ
、

そ
し
て
ト
ラ
ン
プ
関
税
に

よ
り
、
世
界
は
混
迷
の
様

相
を
示
し
て
い
ま
す
。
石

破
首
相
は
早
々
に
米
国
に

赴
き
、
日
米
同
盟
の
確
認

―

実
際
は
米
国
へ
の
従
属

を
あ
ら
わ
に
し
、
関
税
問

題
で
も
さ
ら
に
従
属
の
姿

勢
を
示
し
て
い
ま
す
。

国
内
で
は
２
０
２
５
年

度
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。

軍
事
費
（
防
衛
費
）
は
は

じ
め
て
８
兆
円
を
超
え
、

そ
の
一
方
で
社
会
保
障
費

は
高
齢
化
に
伴
う
自
然
増

の
範
囲
に
と
ど
め
る
な
ど

な
お
抑
制
さ
れ
て
い
ま
す
。

衆
院
で
の
与
党
過
半
数
割

れ
と
い
う
中
で
、
今
ま
で

の
国
会
の
様
相
と
は
違
っ

て
き
て
お
り
ま
す
が
、
野

党
間
で
の
協
議
は
不
発
で
、

軍
事
費
増
大
、
社
会
保
障

抑
制
と
い
う
状
況
を
変

え
て
い
く
と
い
う
方
向
に

は
ほ
ど
遠
い
と
い
わ
ざ
る

を
え
ま
せ
ん
。

急
激
な
物
価
高
の
下
、

国
民
の
生
活
は
大
変
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
中
消
費
税
減
税
が
遡
上

に
上
っ
て
い
ま
す

が
、
議
論
の
先
は

不
透
明
で
す
。

戦
後
80
年
、
日

中
間
で
は
、
日
中

共
同
調
査
に
よ
れ

ば
今
の
日
中
間
の

様
々
な
状
況
を
反

映
し
、
両
国
民
の

相
手
国
へ
の
「
良

く
な
い
」
印
象
が

増
加
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
こ
の
中
で

も
民
間
で
の
交
流

は
進
展
し
て
お
り
、

特
に
青
年
の
交
流

は
進
み
、
日
中
友

好
協
会
を
通
じ
て

の
青
年
交
流
も
活

発
化
し
て
い
ま
す
。

愛
知
県
連
合
会

は
昨
年
度
は
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
沈

静
状
況
の
中
、W

E
B

を
含

め
た
役
員
会
の
定
期
的
開

催
、
県
連
ニ
ュ
ー
ス
の
発

行
、
県
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
充
実
、
そ
し
て
中
国
語

教
室
、
茶
友
会
、
漢
詩
の

会
、
な
ど
の
文
化
活
動
の

継
続
、
中
国
百
科
検
定
、

中
国
旅
行
の
再
開
、
戦
争

展
な
ど
平
和
活
動
へ
の
取

り
組
み
な
ど
地
道
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。

県
連
は
今
年
度
も
日
中

不
再
戦
、
日
中
両
国
民
の

友
好
交
流
を
旗
印
に
、
憲

法
九
条
に
基
づ
い
て
軍
備

に
頼
ら
ず
、
対
話

で
世
界
の
平
和
に

貢
献
で
き
る
よ
う

な
活
動
を
強
め
つ

つ
、
活
動
の
在
り

方
を
工
夫
し
、
各

支
部
の
持
続
的
な

活
動
・
さ
ら
な
る

活
性
を
図
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
役

員
の
世
代
交
代
を

模
索
し
つ
つ
、
多

く
の
人
々
に
日
中

友
好
協
会
の
存
在

を
知
っ
て
い
た
だ

き
、
協
会
の
会
員

に
な
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
皆
様
の

ご
尽
力
を
、
そ
し

て
協
会
活
動
へ
の

積
極
的
な
様
々
な

提
案
、
参
加
を
お

願
い
致
し
ま
す
。
会
員
、

県
民
間
の
交
流
を
強
め
、

新
し
い
会
員
を
迎
え
い
れ

る
よ
う
活
動
を
す
す
め
ま

し
よ
う
。

Ⅱ
、
活
動
の
ま
と
め
と

今
後
の
方
針

１
，
日
中
不
再
戦
・
平
和

活
動
に
つ
い
て

昨
年
の
不
再
戦
平
和
の

活
動
は
、
引
き
続
く
「
台

湾
有
事
」
を
口
実
に
し
た

軍
事
費
の
大
幅
増
加
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
日
中
関
係

の
さ
ら
な
る
緊
張
関
係
を

も
た
ら
し
て
い
る
中
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

①
「
あ
い
ち
平
和
の
た
め

の
戦
争
展
」
へ
の
参
加

「
あ
い
ち
平
和
の
た
め

の
戦
争
展
」
が
24
年
8
月

15
～
18
日
に
行
わ
れ
、
愛

知
県
連
は
「
重
慶
大
爆
撃
」

の
パ
ネ
ル
展
示
と
上
映
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

8
月
15
日
（
木
）
午
前

11
時
か
ら
第
４
展
示
室
で
、

重
慶
大
爆
撃
を
記
録
し
た

『
苦
干
』
の
一
部
を
上
映

し
、
都
市
無
差
別
爆
撃
の

原
型
・
重
慶
大
爆
撃
を
語

り
継
ぐ
会
編
「
カ
ラ
ー
映

画
に
撮
ら
れ
た
重
慶
大
爆

撃―

数
奇
な
運
命
を
た
ど
っ

た
記
録
映
画
『
苦
干
』
の

世
界―

」
を
も
と
に
、
重

慶
大
爆
撃
と
は
何
で
あ
っ

た
か
を
解
説
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
小
学
生
の
参

加
も
あ
り
、
幅
広
い
人
に

ア
メ
リ
カ
が
日
本
に
し
た

無
差
別
爆
撃
の
原
型
が
、

日
本
の
重
慶
大
爆
撃
で
あ

る
こ
と
を
知
ら
せ
ら
れ
、

パ
ネ
ル
展
示
も
好
評
で
、

内
容
に
説
得
力
が
あ
り
、

高
校
生
が
メ
モ
を
し
な
が

ら
鑑
賞
す
る
姿
も
見
ら
れ

ま
し
た
。

25
年
度
の
戦
争
展
は
、

8
月
14
～
17
日
、
市
民
ギ
ャ

ラ
リ
ー
矢
田
で
行
わ
れ
、
。

愛
知
県
連
の
展
示
テ
ー
マ

は
「
７
３
１
部
隊
」
で
す
。

「
７
３
１
部
隊
・
細
菌
戦

資
料
セ
ン
タ
ー
」
か
ら
Ａ

２
判
40
枚
の
パ
ネ
ル
を
借

り
て
展
示
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
8
月
15
日
（
金
）

午
後
3
時
か
ら
4
時
半
、

73
部
隊
・
細
菌
戦
資
料
セ

ン
タ
ー
共
同
代
表
の
那
須

重
雄
氏
を
講
師
に
「
今
も

日
本
政
府
が
認
め
な
い
７

３
１
部
隊
の
真
実
」
と
題

し
て
講
演
会
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
多
く
の
方
の
参

加
を
目
指
し
ま
す
。

②
平
和
へ
の
取
り
組
み

毎
月
、
戦
後
補
償
に
取

り
組
む
７
団
体
（
名
古
屋

三
菱
・
朝
鮮
女
子
勤
労
挺

身
隊
訴
訟
を
支
援
す
る
会
、

愛
知
・
大
府
飛
行
場
中
国

人
強
制
連
行
被
害
者
を
支

援
す
る
会
、
旧
日
本
軍
に

よ
る
性
的
被
害
女
性
を
支

え
る
会
、
愛
知
・
日
本
軍

「
慰
安
婦
」
問
題
解
決
を

す
す
め
る
会
、
河
村
市
長

「
南
京
虐
殺
否
定
」
発
言

を
撤
回
さ
せ
る
会
、
〈
ノ
ー

モ
ア
南
京
〉
名
古
屋
の
会
、

日
本
中
国
友
好
協
会
愛
知

県
連
合
会
）
の
共
催
で
栄

で
街
頭
演
説
を
行
っ
て
い

ま
す
。

「

大
府
飛
行
場
中
国
人

強
制
連
行
被
害
者
を
支
援

す
る
会
」
に
参
加
し
て
い

ま
す
。
25
年
度
は
「
記
念

碑
建
立
」
が
会
の
課
題
で

す
。

③
帰
国
２
世
問
題
へ
の
取

り
組
み

愛
知
県
で
も
身
近
な
問

題
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
、
豊
田
や
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
支
部
を
始
め
署
名

な
ど
に
熱
心
に
取
り
組
ん

で
来
ま
し
た
。
引
き
続
き

重
要
な
課
題
と
し
て
取
り

組
み
ま
す
。

２
．
中
国
政
府
機
関
お
よ

び
中
国
研
究
者
と
の
交
流

・
24
年
度
、
25
年
度
と
も

役
員
の
中
華
人
民
共
和
国

駐
名
古
屋
総
領
事
館
訪
問

が
で
き
ま
し
た
。

・
偽
満
皇
宮
博
物
院
か
ら

の
戦
争
展
へ
の
参
加
は
、

中
国
側
の
事
情
で
中
止
さ

れ
ま
し
た
。

「
陳
元
贇
研
究
会
」
に

つ
い
て
は
、
特
別
な
動
き

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

25
年
度
は
こ
れ
ら
の
貴

重
な
草
の
根
の
友
好
運
動

に
取
り
組
み
ま
す
。

３
、
中
国
旅
行
（
日
中
草

の
根
の
友
好
交
流
）

24
年
10
月
に
５
年
ぶ
り

に
中
国
旅
行
を
実
施
出
来

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
で
途
絶

え
て
い
た
中
国
旅
行
は
、

24
年
10
月
11
～
17
日
に
福

建
・
厦
門
の
旅
を
20
人
以

上
の
参
加
で
実
施
し
ま
し

た
。
旅
行
直
後
の
11
月
に

は
１
年
間
の
期
限
付
き
で

す
が
、
ビ
ザ
な
し
渡
航
が

解
禁
さ
れ
、
１
月
間
ビ
ザ

不
要
で
の
旅
行
が
出
来
る

様
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
も
９
月
に
緑
支
部

を
中
心
と
し
た
「
中
国
東

北
地
方
の
旅
」
と
10
月
に

は
、
県
連
主
催
で
「
重
慶

と
張
家
界
の
旅
」
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

４
，
日
中
文
化
教
室

（
1
）
中
国
語
教
室

コ
ロ
ナ
下
で
も
、
県
連

の
中
国
語
教
室
は
オ
ン
ラ

イ
ン
も
含
め
て
水
曜
１
講

座
と
木
曜
２
講
座
の
３
講

座
を
継
続
し
て
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
最
中
も
感
染
に
注

意
を
払
い
継
続
し
て
運
営

し
て
来
た
事
は
、
今
と
な
っ

て
は
幸
い
な
事
で
し
た
。

県
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
ポ
ス
タ
ー
宣
伝
な
ど
に

よ
り
、
受
講
希
望
の
問
合

せ
が
幾
つ
か
あ
り
今
年
５

月
か
ら
は
水
曜
に
中
級
ク

ラ
ス
を
１
講
座
新
設
し
、

受
講
者
の
要
望
に
応
じ
て

内
容
を
相
談
し
な
が
ら
授

業
を
進
め
て
い
ま
す
。

中
国
語
講
師
に
中
国
人

留
学
生
を
お
願
い
し
、
そ
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の
方
た
ち
と
の
交
流
も
生

ま
れ
て
い
ま
す
。

（
２
）
茶
友
会

毎
月
１
回
、
土
曜
の
午

前
中
に
開
催
さ
れ
る
茶
友

会
は
、
姜
力
先
生
の
指
導

で
お
茶
の
説
明
や
中
国
文

化
に
つ
い
て
も
を
聞
き
な

が
ら
３
種
類
の
中
国
茶
を

自
分
た
ち
で
点
て
て
楽
し

む
教
室
で
人
気
が
あ
り
、

参
加
者
も
増
え
て
い
ま
す
。

（
3
）
漢
詩
の
会

会
員
の
希
望
で
始
ま
り

ま
し
た
。
唐
詩
を
毎
回
２

首
鑑
賞
し
ま
す
。
月
一
回

で
50
回
を
数
え
ま
し
た
。

最
近
は
年
金
者
の
会
か
ら

の
参
加
も
あ
り
、
会
員
拡

大
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。

５
，
組
織
活
動

日
中
友
好
協
会
愛
知
県

連
の
25
年
３
月
現
在
の
現

勢
は
、
会
員
準
会
員
で
〇

〇
名
で
す
。
こ
の
間
に
○

○
名
の
方
が
会
員
・
準
会

員
と
な
り
、
○
○
名
の
方

が
退
会
し
ま
し
た
。

会
員
の
高
齢
化
と
病
気

等
、
ま
た
人
口
減
少
に
伴

う
サ
ー
ク
ル
や
諸
団
体
の

役
員
の
な
り
手
不
足
は
、

愛
知
県
連
に
つ
い
て
も
同

様
で
す
。
文
化
教
室
の
運

営
、
恒
常
的
な
日
中
新
聞

の
発
送
、
定
例
の
会
議
や

会
費
の
請
求
作
業
、
百
科

検
定
の
開
催
等
、
愛
知
県

連
の
安
定
し
た
維
持
運
営

の
た
め
に
、
会
員
の
拡
大

と
役
員
の
補
充
等
が
必
要

で
す
。

（
１
）
支
部
の
取
組

▼
豊
田
支
部…

４
年
間
毎

月
「
知
ろ
う
中
国
カ
フ
ェ
」

を
開
催
し
、
中
国
の
歴
史

を
中
心
に
し
て
古
代
か
ら

近
現
代
史
に
至
っ
て
い
ま

す
。
豊
田
戦
争
展
へ
の
参

加
、
華
豊
の
友
と
の
交
流

も
あ
り
ま
す
。

▼
緑
支
部…

３
月
に
広
中

一
成
愛
知
学
院
准
教
授
の

講
演
「
近
代
満
州
の
歴
史

と
日
本
侵
略
」
を
開
催
。

９
月
に
「
中
国
東
北
の
旅
」

を
行
い
ま
す
。

▼
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
支
部…

健
康
に
も
良
い
の
で
参
加

者
が
増
え
、
会
員
の
拡
大

に
も
寄
与
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
太
極
拳
の
項
を
御

覧
く
だ
さ
い
。

▼
熱
中
支
部…

中
国
料
理

を
作
っ
て
食
べ
る
、
中
国

映
画
を
観
る
満
州
引
き
揚

げ
体
験
談
を
聞
く
、
な
ど

の
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

25
年
度
も
料
理
、
映
画
、

勉
強
会
を
中
心
に
し
た
活

動
を
行
い
ま
す
。

（
２
）
太
極
拳
委
員
会
の

ま
と
め
と
方
針

日
中
主
催
の
太
極
拳
教

室
や
同
好
会
で
の
受
講
生

を
増
や
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

と
こ
ろ
が
安
定
的
な
運
営

が
で
き
る
こ
と
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
。

①
太
極
拳
教
室
の
現
状
・
・
・

教
室
数
、
受
講
生
数
、

日
中
主
催
４
・
２
８
、
共

催
３
・
２
７
、
サ
ー
ク
ル

４
・
３
８
、
派
遣
２
・
２

５
。
計

１
３
・
１
１
８

で
す

◆
月
一
回
「
あ
い
ち
・T

A

IJ
I
QU

A
N

」
の
発
行

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
日
中

友
好
協
会
愛
知
県
連

太

極
拳
教
室
」
を
常
時
更
新

◆
会
場
の
確
保
問
題
・
・
・

昨
年
よ
り
大
幅
に
体
験
者

が
増
加
、
入
会
者
も
増
。

教
室
も
１
増
え
ま
し
た
。

日
曜
の
１
日
講
習
会
も
前

年
に
比
べ
開
催
回
数
、
参

加
者
と
も
に
増
え
て
い
ま

す
。
し
か
し
会
場
の
確
保

が
で
き
ず
、
開
催
で
き
な

い
月
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
全
国
及
び
各
地
の
太
極

拳
講
習
会

９
月
に
「
本
部
指
導
員

講
習
会
」
10
月
「
全
国
種

目
別
講
習
会
」
11
月
「
東

海
合
宿i

n

三
重
」
１
月

「
２
０
２
５
新
年
初
練
習

会
」
２
月
「
全
国
指
導
員

講
習
会
」
が
あ
り
ま
し
た
。

②
25
年
度
方
針

◆
各
教
室
の
安
定
運
営
を

め
ざ
し
ま
す
。

◆
全
国
及
び
各
地
の
太
極

拳
講
習
会
へ
の
積
極
的
な

参
加
。

◆
２
０
２
５
太
極
拳
東
海

ブ
ロ
ッ
ク
合
宿
を
成
功
さ

せ
ま
す
。
今
年
の
担
当
は

岐
阜
県
。
（
東
海
ブ
ロ
ッ

ク
合
宿
は
愛
知
・
岐
阜
・

三
重
の
三
県
に
て
交
代
で

毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

日
時＝

６
月
21
日
・
22
日

◆
指
導
員
の
役
割

Ⅰ

太
極
拳
の
技
術
習
得

と
向
上
に
努
力
し
、
そ
の

成
果
を
講
習
会
や
教
室
で

反
映
さ
せ
支
部
の
太
極
拳

普
及
の
う
え
で
の
技
術
向

上
に
努
力
す
る
。
次
期
指

導
員
の
育
成
に
努
め
る

Ⅱ

太
極
拳
普
及
の
考
え

方
、
日
中
友
好
協
会
の
運

動
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、

普
及
活
動
に
反
映
さ
せ
る
。

（
３
）
中
国
百
科
検
定
と

学
習
会
の
取
り
組
み

コ
ロ
ナ
以
降
、
７
月
と

12
月
の
年
２
回
の
「
中
国

百
科
検
定
」
試
験
は
、
こ

れ
ま
で
岐
阜
県
連
と
協
力

し
７
月
は
岐
阜
で
、
12
月

は
愛
知
で
と
交
互
に
実
施

し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
試
験
は
、

受
験
者
は
さ
ほ
ど
多
く
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昨

年
12
月
の
試
験
か
ら
中
国

側
の
友
好
協
会
か
ら
の
招

待
が
あ
り
、
青
年
の
中
国

へ
の
優
待
派
遣
が
伴
う
よ

う
に
な
り
、
全
国
的
に
は

青
年
の
受
験
者
が
増
え
ま

し
た
。
愛
知
で
も
今
後
は

青
年
の
受
験
者
を
増
や
す

事
を
目
指
し
ま
す
。

大
学
と
の
連
携
を
図
り

準
会
場
の
増
加
を
目
指
し

ま
す
。

（
４
）
青
年
委
員
会

全
国
の
青
年
会
員
と
の

Zo
o
m

で
の
懇
談
会
は
な
く

な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ

れ
何
か
活
動
し
た
際
に
は

W
e
b

上
で
報
告
し
情
報
共

有
を
行
う
約
束
を
し
て
い

ま
す
。
少
な
く
と
も
年
に

一
回
の
近
況
報
告
を
し
て

い
ま
す
が
、
全
国
の
青
年

会
員
は
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所

で
、
活
動
のW

e
b

配
信
や

中
国
訪
問
、
行
事
の
実
行

委
員
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ペ
ー
ス
で
活
動
し
て
い
ま

す
。

（
５
）
県
連
版
と
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
つ
い
て

毎
年
全
国
大
会
で
「
優

秀
賞
」
を
獲
得
し
て
い
ま

す
。
毎
月
の
発
行
を
維
持

し
て
い
ま
す
が
、
編
集
体

制
の
充
実
が
必
要
で
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
先
の

文
化
教
室
な
ど
で
も
触
れ

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
効
力

を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

県
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
に
よ
る
問
い
合
わ
せ
な

ど
も
増
え
て
い
ま
す
。

６
、
財
政
報
告

(1)
24
年
度
活
動
決
算
の
概

要
24
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
か

ら
は
ほ
ぼ
開
け
た
年
の
決

算
で
し
た
。

活
動
を
活
発
に
行
い
、

会
員
の
減
少
を
止
め
、
会

員
の
回
復
を
目
指
し
ま
し

た
。
諸
活
動
は
少
し
ず
つ

増
え
ま
し
た
が
、
会
員
の

減
少
に
歯
止
め
は
か
か
っ

て
い
ま
せ
ん
、

〈
収
入
面
で
の
特
徴
〉

先
に
述
べ
た
と
お
り
、

会
員
の
減
少
は
さ
ら
に
進

み
、
ま
だ
止
ま
っ
て
い
ま

せ
ん
。
さ
ら
に
、
会
員
の

高
齢
化
も
あ
り
、
退
会
者

が
増
え
て
い
ま
す
。
当
然
、

会
費
収
入
も
ま
だ
減
少
が

続
い
て
い
ま
す
。

物
資
販
売
の
活
動
は
、

作
業
の
担
い
手
不
足
や
、

関
係
団
体
の
利
用
の
減
も

あ
り
、
カ
レ
ン
ダ
ー
販
売

以
外
の
物
資
販
売
活
動
を

行
わ
ず
縮
小
さ
せ
て
き
ま

し
た
。
収
入
に
占
め
る
物

資
販
売
の
占
め
る
割
合
は

大
き
く
減
ら
し
て
き
ま
し

た
。
一
方
、
中
国
語
な
ど
、

文
化
活
動
で
の
事
業
収
入

は
挽
回
し
て
き
ま
し
た
。

〈
経
費
支
出
に
つ
い
て
〉

一
方
、
経
費
支
出
は
前

年
に
比
べ
れ
ば
様
々
な
企

画
、
会
議
等
を
再
開
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

Z
O
O
M

の
活
用
な
ど
で
、
参

加
交
通
費
な
ど
の
節
約
に

努
め
ま
し
た
。
物
価
の
値

上
が
り
、
公
共
料
金
の
値

上
げ
（
郵
送
料
等
）
な
ど

も
あ
り
ま
し
た
が
、
な
ん

と
か
経
費
支
出
全
体
を
抑

え
る
こ
と
は
で
き
ま
し
た
。

全
体
の
収
支
の
特
徴

先
に
述
べ
た
よ
う
な
特

徴
は
前
年
と
大
き
く
変
わ

ら
な
い
収
支
構
造
で
し
た

が
会
費
の
減
が
続
く
中
、

な
ん
と
か
経
費
支
出
を
抑

え
、
昨
年
の
単
年
度
の
赤

字
額
を
減
ら
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
し
か
し
会
員

を
以
前
の
数
に
戻
し
、
抜

本
的
に
収
支
の
改
善
を
図

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
、

今
後
厳
し
い
財
政
状
況
に

陥
る
危
険
性
も
あ
り
ま
す

２

25
年
度
の
活
動
収
支

の
予
測
と
そ
れ
に
伴
う
予

算
の
立
て
方
に
つ
い
て

今
年
は
、
さ
ら
に
会
の

取
り
組
み
も
強
化
し
、
諸

企
画
な
ど
も
旺
盛
に
行
っ

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

終
戦
80
年
、
被
爆
80
年
と

い
う
節
目
の
年
に
あ
た
り
、

日
中
の
不
再
戦
を
進
め
る

取
り
組
み
等
を
旺
盛
に
行

い
、
そ
の
中
で
会
員
の
増

を
図
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

そ
う
し
た
こ
と
に
経
費
支

出
を
可
能
に
で
き
る
よ
う
、

会
員
数
の
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
、
挽
回
し
て
い
く

こ
と
が
と
て
も
大
事
で
す
。

若
い
年
代
の
方
を
会
員
に

迎
え
入
れ
る
こ
と
も
意
識

的
に
進
め
る
こ
と
も
大
切

で
す
。

会
員
の
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
、
会
員
数
の
挽
回

＝

会
費
収
入
の
増
を
目
指

し
ま
す
。

可
能
な
方
か
ら
カ
ン
パ

を
拠
出
し
て
頂
く
お
願
い

も
大
切
で
す
。
全
体
の
収

入
増
を
図
り
ま
す
。

会
議
の
在
り
方
の
工
夫

等
で
、
旅
費
交
通
費
な
ど

が
増
え
な
い
よ
う
に
し
て

支
出
の
増
を
抑
え
る
こ
と

を
引
き
続
き
進
め
ま
す
。

昨
年
10
月
か
ら
値
上
げ
さ

れ
た
は
が
き
、
封
書
、
新

聞
発
送
費
等
の
大
幅
値
上

げ
な
ど
は
、
年
間
で
言
え

ば
、
昨
年
よ
り
も
経
費
支

出
も
増
え
ま
す
。
各
種
手

数
料
、
使
用
料
等
の
値
上

げ
な
ど
、
避
け
が
た
い
費

用
増
も
予
想
さ
れ
、
な
ん

と
か
、
全
体
と
し
て
の
支

出
の
圧
縮
を
図
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

そ
う
し
た
努
力
を
進
め
、

25
年
度
は
何
と
か
、
単
年

度
赤
字
を
な
く
し
、
黒
字

に
転
換
す
る
こ
と
を
目
指

し
ま
す
。
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議
案
特
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づ
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会
員
増
で
総
会
を
迎
え
よ
う
！


